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【今月号の主な内容】

まちの話題＝斎宮跡で日本最古の「いろは歌」墨書土器出土、明
和ＦＣ招待フットサルフェスタ2012、ほか　　　　　 ……２～４Ｐ

所得税確定申告、町・県民税申告、会計課臨時窓口職員募集、介
護保険推進協議会委員募集、ほか　　　　　　　　　　　　……５～７Ｐ　　

国民年金保険料改定、公民館講座受講生募集、ほか　　　　……８～９Ｐ　　

ひとまちふれあい企画、各種お知らせ、ほか ……10～15Ｐ

明和町行政チャンネル番組表、ほか ……16Ｐ

広広広広報報報報めめめめいいいいわわわわ

三重県 明和町 広報紙

３３月号月号
平成 2 4 年 ( 2 0 1 2 年 )

整備が進む三重県の史跡斎宮跡東部整備事業。写真は、竹神社

北側からいつきのみや歴史体験館を望む(１月27日撮影)。右図は

事業完成予想図(斎宮歴史博物館提供、平成26年度完成予定)…関

連記事は２ページをご覧ください。
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５
月
６
日
ま
で

斎
宮
歴
史
博
物
館
で
展
示

こ
の
た
び
出
土
し
た
墨
書
土
器
は
、
斎
宮
歴
史

博
物
館
の
展
示
室
２
「
速
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
５

月
６
日
5

ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
（
月
曜
日
休

館
）。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
墨
書
土
器
は
、
他
の
出
土
品
と
と
も
に
常
設
展

示
エ
リ
ア
内
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ

く
場
合
は
所
定
の
観
覧
料
（
小
・
中
学
生
や
65
歳

以
上
の
人
な
ど
観
覧
料
免
除
対
象
者
を
除
く
）
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
（
1

52
・
３
８
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
成
果
は

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
は
歌
が
墨
書
さ
れ
た
平
安
時

代
の
土
器
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
木

簡
（
も
っ
か
ん
）
も
12
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
斎
宮
跡
か
ら

出
土
し
た
も
の
が
、
平
仮
名
の
い
ろ
は
歌
と
し
て

は
日
本
最
古
の
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

【史跡斎宮跡東部整備事業】史跡斎宮跡東部整備事業は、

歴史価値の高い斎宮跡の魅力をより高めていくため、

斎宮跡の東部エリア

（竹神社北側）に、

平安時代前期（９世

紀前葉）の実物大建

物３棟の復元や区画

道路の整備を行うも

のです。事業主体は

三重県で、平成26

年度の事業完成を目

指して、平成23年末から基盤部分の造成工事が始まっ

ています。

【いろは歌の墨書土器】いろは歌が書かれた墨書（ぼく

しょ）土器は、三重県による第171次調査（牛葉東区画）

で確認された平安時代の溝から、平仮名や漢字、人面

などの絵画が書かれた墨書土器とともに出土しました。

11世紀末から12世紀前半にかけての土師器・皿（はじ

き・さら）の破片で、大きさは縦６.７センチ、横４.３

センチ、高さ１センチ、復元した大きさは直径約９セ

ンチ、高さ約１センチです。皿の内側に「ぬるをわか」、

外側に「つねなら」と平仮名で書かれています。平仮

名で書かれたいろは歌としては、日本最古のものとな

ります。書かれた文字が繊細な筆跡であるとともに、

土器の両面に書かれていることから、女官（にょかん）

が文字を覚えるために書いた習書（しゅうしょ）の可

能性が高いと考えられます。

【いろは歌】いろは歌は手習いのひとつで、10世紀末か

ら11世紀中頃に成立したと考えられています。現存す

る最古の文献は、承暦（じょうりゃく）３年（1079年）

の「金光明最勝王経音義（こんこうみょうさいしょう

おうきょうおんぎ）」で、巻初に万葉仮名（まんようが

な、日本語の音を漢字で表記したもの）で記されてい

ます。いろは歌＝いろはにほへと　ちりぬるを　わか

よたれそ　つねならむ　うゐのおくやま　けふこえて

あさきゆめみし　ゑひもせす（色は匂へど　散りぬる

を　我が世誰そ　常ならむ　有為の奥山　今日越えて

浅き夢見じ　酔ひもせず）

事業計画図（斎宮歴史博物館提供）

こ
の
遺
物
が
出
土
し
た
斎
宮
の
牛
葉
東
区
画
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
平
仮
名
や
漢
字
、
人
面
な
ど

が
描
か
れ
た
墨
書
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
高
い
教
養
を
持
っ
た
女
性
が
存
在
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
発
見
の
墨

書
土
器
は
、
斎
宮
に
王
朝
文
化
が
い
ち
早
く
伝
わ

り
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と

言
え
ま
す
。

斎
宮
跡
で

日
本
最
古
の
「
い
ろ
は
歌
」
墨
書
土
器
出
土

【
三
重
県
の
史
跡
斎
宮
跡
東
部
整
備
事
業
に
先
立
つ
調
査
で
】

こ
の
ほ
ど
、
国
史
跡
斎
宮
跡
東
部
エ
リ
ア
（
竹
神
社

北
側
）
の
史
跡
斎
宮
跡
東
部
整
備
事
業
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
三
重
県
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
平
仮
名
で

「
い
ろ
は
歌
」
が
書
か
れ
た
日
本
最
古
の
墨
書
（
ぼ
く

し
ょ
）
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
い
ろ
は
歌
が
墨
書
さ
れ
た
平
安
時
代

の
土
器
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
い
ろ
は
歌
や
平
仮
名

の
普
及
と
伝
播
（
で
ん
ぱ
）
を
考
え
る
上
の
貴
重
な
発

見
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

墨書土器破片の内側（写真上）と外側（写真右）。
写真はいずれも斎宮歴史博物館提供

まちの話題
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 まちの話題

広報めいわ ３月号
平成24年
(2012年)

２
月
11
・
12
の
両
日
、
明
和
町
総
合
体
育
館
で
、
明
和

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
明
和
Ｆ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
）
発
足
15
周
年
記
念
「
明
和
Ｆ
Ｃ
招
待
フ
ッ
ト
サ
ル
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
に
は
松
阪
や
伊
勢
、
津
な
ど
県

内
各
地
区
か
ら
小
学
生
た
ち
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
学

年
ご
と
に
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
連
日

繰
り
広
げ
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
熱
戦
に
、
観
戦
者
か
ら

盛
ん
な
応
援
と
歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
（
各
部
上
位
３
チ
ー
ム
、
表
記
は
主
催
者
発
表
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
校
２
年
生
の
部
＝
①
修
道
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
伊
勢
）、
②
一
身
田
Ｆ
Ｃ
（
津
）、
③
第
四
ペ
ガ
サ
ス
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
松

阪
）

▽
同
４
年
生
の
部
＝
①
朝
日

Ｓ
Ｓ
（
四
日
市
）
、
②
東
員

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
（
桑
員
）、

③
明
和
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ

A

▽
同
５
年
生
の
部
＝
①
明
和

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

A
、

②
松
阪
第
二
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
（
松
阪
）
、
③
海
蔵
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
（
四
日
市
）

▽
同
６
年
生
の
部
＝
①
明
和

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

A
、

②
修
道
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
③
朝
日
Ｓ
Ｓ

明和ＦＣの部員を募集しています
【体験練習も大歓迎です】

明和町スポーツ少年団の明和ＦＣ（フットボール

クラブ、市野博史代表・部員82人）では、次のとお

り部員を募集しています。

入部は、随時受け付けています。体験練習も大歓

迎で、幼稚園年長児を対象としたキッズ・スクール

も行っています。サッカー好きの子どもたち、ぜひ

明和ＦＣの活動に参加してみませんか。

■対象 原則として町内の男子小学生（１～６年生）

■練習日・時間 毎週土曜日、午前８時30分～11時

30分（キッズ・スクールは午前８時30分～10時

30分）

■練習場所 明和中学校第２グラウンド

■会費等 半期で5,000円（小学校３年生以下は

3,000円）、スポーツ傷害保険800円（１年分）

■申し込み・問い合わせ先 明和町総合体育館内・

明和町スポーツ少年団（H52・7130）、または保

護者受け付け・明田さん（H0596・67・2019）

明
和
F
C
招
待

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

【
県
内
各
地
区
か
ら
24
チ
ー
ム
が
参
加
】

１
月
23
日
に
明
星
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・
明
星
会
館

で
、
明
和
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
明
星
地
区
（
三
田
洋
子
地
区

代
表
、
地
区
会
員
８
人
）
の
料
理

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

料
理
講
習
会
は
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
低
カ
ロ
リ
ー
の
料
理

で
成
人
病
や
肥
満
予
防
な
ど
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

親
ぼ
く
と
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
各
地

区
単
位
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

明
星
地
区
で
は
年
２
回
の
料
理

講
習
会
の
ほ
か
、
地
域
の
お
年
寄

り
を
招
待
す
る
食
事
会
も
定
期
開

催
す
る
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

「
伝
統
料
理
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
こ
の
日
の
講
習
会
に
は
、
地
域

の
主
婦
の
皆
さ
ん
な
ど
17
人
が
参

加
。
三
田
地
区
代
表
か
ら
料
理
の

説
明
を
受
け
た
後
、
黒
豆
ご
は
ん

や
パ
リ
パ
リ
な
ま
す
、
た
け
し
ろ

う
汁
、
さ
つ
ま
芋
の
茶
巾
し
ぼ
り

な
ど
５
種
類
の
料
理
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

食生活改善推進協議会会員の指導の下、伝統料理作りに取り組む皆さん

食改協明星地区の料理講習会
パリパリなますなど 伝統料理に取り組み

【地域の主婦の皆さんなど17人が参加】

熱戦を繰り広げる子どもたち
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まちの話題・くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

１
月
31
日
、
松
阪
警
察
署
と
明

和
町
な
ど
所
轄
市
町
等
に
よ
る

「
公
の
施
設
か
ら
の
暴
力
団
排
除

措
置
要
綱
運
用
協
定
」
締
結
の
調

印
式
が
松
阪
警
察
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
協
定
は
、
明
和
町
・
松
阪

市
・
多
気
町
の
「
公
の
施
設
か
ら

の
暴
力
団
排
除
措
置
要
綱
」
の
規

定
に
基
づ
き
、
松
阪
警
察
署
と
各

市
町
・
教
育
委
員
会
等
の
連
携
強

化
（
情
報
提
供
、
不
当
介
入
時
の

通
報
と
協
力
、
措
置
の
連
携
等
）

を
図
る
も
の
で
す
。

調
印
式
に
は
松
阪
警
察
署
の
大

川
日
吉
署
長
を
は
じ
め
、
明
和
町

の
中
井
町
長
や
西
岡
教
育
長
な
ど

関
係
者
が
出
席
。
協
定
調
印
後
、

大
川
署
長
は
「
関
係
規
定
を
実
効

性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
行
政

機
関
と
一
致
団
結
し
て
連
携
を
図

り
た
い
」
、
ま
た
中
井
町
長
は

「
公
共
施
設
か
ら
暴
力
団
を
排
除

す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

警
察
の
協
力
を
得
な
が
ら
明
る
く

和
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
今
後
の
連

携
強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

調印式に出席した関係者の皆さん

松阪警察署と所轄市町が
公の施設からの暴力団排除協定を締結

【今後の連携強化を確認】

所
得
税
確
定
申
告

広
報
パ
レ
ー
ド
が
来
庁

【
町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
】

２
月
14
日
、
所
得
税
確
定
申
告

広
報
パ
レ
ー
ド
の
一
行
が
明
和
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
２
月
16
日

か
ら
の
「
所
得
税
と
個
人
事
業
者

の
消
費
税
の
確
定
申
告
」
に
あ
た

り
、
松
阪
税
務
署
管
内
の
各
種
団

体
や
事
業
所
な
ど
で
構
成
す
る
松

阪
税
務
連
絡
協
議
会
の
広
報
活
動

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期

に
管
内
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
日
は
、
松
阪
税
務
連
絡
協

議
会
・
松
阪
法
人
会
の
皆
さ
ん
が

来
庁
。
一
行
か
ら
中
井
町
長
に
、

e
│
T
a
x
（
電
子
申
告
）
の
利

用
推
進
、
所
得
税
・
消
費
税
等
の

期
限
内
申
告
と
納
税
の
周
知
啓
発

へ
の
協
力
な
ど
に
つ
い
て
、
松
阪

税
務
署
長
・
松
阪
税
務
連
絡
協
議

会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し

た
。

町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
す
パ
レ
ー
ド

一
行
の
皆
さ
ん
（
写
真
左
）

６次産業化(地域資源活用・農商工連携)
推 進 へ 向 け て 研 究 会 を 開 催

２月14日、新たなビジネスの発掘や支援を目的として「６次産業

化（地域資源活用・農商工連携）推進にかかる研究会」が明和町役

場で開催されました。

「６次産業化」とは、農林漁業者が食品等の加工や流通・販売を

自ら行う、または商工業者と連携して行うことにより、経営多角化

や地域活性化（雇用の確保、所得向上）につなげる取り組みとして

提唱されているキーワードです。

研究会には明和町商工会をはじめ、明和町特産品振興連絡協議会

や明和町観光協会、ＪＡ多気郡、ＪＡ全農みえ、ＪＡ三重信連、

(財)三重県産業支援センター、行政関係者などが参加。農林水産省

６次産業化法事業計画認定審査委員長を務める大槻恭久さんによる

６次産業化の進め方に関する講演に続き行われた検討会では、参加

者による意見交換が行われました。

町では、今回

の検討会での意

見などを踏ま

え、継続的に研

究会開催などの

取り組みを進め

る予定です。

研究会の様子



5

くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

平成23年分所得税確定申告と町・県民税(住民税)申告　申告期限は３月15日(木)

平成23年分所得税の確定申告と町・県民税（住民税）申告について、申告期限はいずれも３月15日(木)となっ

ています。申告期限間際は申告・相談会場が大変混雑しますので、申告が必要な人はお早めにお済ませください。

申告・相談会場（松阪商工会議所、明和町役場研修室ほか）のご案内等、詳しくは本紙１～２月号の関係記事

をご覧いただくほか、下記へお問い合わせください。

■所得税確定申告について 松阪税務署（10598・52・3021、自動音声案内後「２」を選択）、または明和町税

務課（152・7113）

■町・県民税（住民税）申告・相談について 明和町税務課（152・7113）

ご利用ください 国税庁ホームページ　\http ://www.nta .go . jp

【申告書様式などの身近な税情報が満載】国税庁ホームページでは「確定申告書等作成コーナー」を設けてお
り、このコーナーを利用すると、画面の案内に従って金額等を入力することによって簡単に申告書の作成ができ

ますので、ぜひご利用ください。

【国税庁ホームページをご利用いただけない場合は】松阪税務署では、確定申告期間中に確定申告会場を設
けています。確定申告会場では、パソコンを使用し国税庁ホームページを利用して、申告書を作成することがで

きます。また、パソコンの操作方法や申告書の作成方法が分からない場合は、職員が作成のお手伝いをさせてい

ただきます。

■申告会場 松阪商工会議所１階大ホール（松阪市若葉町161-2）

■開設期間と時間 ３月15日(木)まで（土・日曜日を除く）午前９時～午後５時

※会場は大変混雑しますので、時間に余裕を持ってお出かけください。

【確定申告書の送付について】平成22年分所得税の確定申告書を次の方法で提出した人については、平成23年
分所得税の確定申告書は送付していませんのでご注意ください。

■確定申告書を送付していない人 ①ｅ－Ｔａｘを利用した人、②国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ

ーナー」を利用した人、③申告会場においてｅ－Ｔａｘを利用した人

※平成23年分所得税の確定申告についても、引き続きｅ－Ｔａｘ、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー

ナー」のご利用をお願いします。

【
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
】

お
早
め
の
手
続
き
で

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を

年
度
末
や
月
末
等
は
、
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
登
録
申
請
・
廃

車
・
名
義
変
更
手
続
き
や
相
談
等
が
集
中
し
、
各
関
係
窓
口
が
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。
お
早
め
の
手
続
き
で
、
窓
口
の
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
各
手
続
き
や
相
談
の
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、

各
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
普
通
自
動
車
・
２
５
０
cc
超
の
オ
ー
ト
バ
イ

三
重
運
輸

支
局
＝
1
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
５
５
…
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る
案
内
）
は
24
時
間
利
用
可
能
、

中
部
運
輸
局
＝
\h

ttp
:/
/
w
w
w
.m
lit.jp

/
c
h
u
b
u
/

■
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所
＝
1
０
５

９
・
２
３
４
・
８
４
３
１

■
１
２
５
cc
超
２
５
０
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

三
重
県
軽

自
動
車
協
会
＝
1
０
５
９
・
２
３
４
・
８
６
１
１

■
１
２
５
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

明
和
町
税
務
課
＝
1

52
・
７
１
１
３

「ふるさと納税制度」とは、ふるさとを応援し

たいという皆さんのお気持ちを「寄附」を通じ

て実現できるよう、寄附金税制を拡充し、寄附

をしやすくした制度です。

地方公共団体（明和町など）に対する寄附金

のうち、適用下限額を超える部分について、一

定の限度額まで所得税と個人住民税を合わせて

全額控除されます。

明和町で生まれ育った人や関わりが深い人な

ど、町を応援したいという気持ちがあれば、出

身地や居住地などに制限はありません。多くの

人にこの制度をご活用いただき、町を応援いた

だきますようお願いします。

※寄附の方法など、詳細内容は明和町ホームペ

ージ(\ ht tp : / /www. town .me iwa .m ie . j p/）

にも掲載しています。詳しくは、政策課（1

52・7112）へお問い合わせください。

ふ る さ と 納 税 の お 知 ら せ



6

くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

東

日

本

大

震

災

義

援

金

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

【
募
金
箱
の
設
置
は
３
月
30
日
ま
で
】

明
和
町
と
明
和
町

社
会
福
祉
協
議
会

で
は
「
東
日
本
大

震
災
義
援
金
」
の

募
金
箱
を
設
置
し
、

皆
さ
ん
に
支
援
協

力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
３
月
14
日
の
募
金
箱
設
置
以
降
、

こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
合
計
５
４
１
万
７
８
４
３
円
（
２
月
14
日
現
在
）
に

な
り
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
各
被
災
県
で

設
置
さ
れ
る
義
援
金
配
分
委
員
会
に
全
額
が
送
金
さ

れ
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
募
金
箱
は
３
月
30
日(

金)

ま
で
設
置
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
義
援
金
募
金
箱
の
設
置
場
所
、
曜
日
、
時
間

①
明

和
町
役
場
庁
舎
１
階
玄
関
ホ
ー
ル
＝
土
曜
日
と
祝
日
以

外
、
②
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
玄
関
ホ
ー
ル
＝
土
・

日
曜
日
と
祝
日
以
外
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
設
置
期
間

３
月
30
日(

金)

ま
で

※
税
制
上
の
優
遇
措
置
等
の
た
め
に
、
義
援
金
の
領
収

書
等
が
必
要
な
場
合
は
、
直
接
日
本
赤
十
字
社
等
へ
の

振
り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
子
育

て
課
（
1
52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎支援等内容のご案内

■利用対象 身体・知的・精神障がいのある人、その

家族・支援関係者　

■支援等の内容 ①交流の場「ここサロン」、意見交換

会「ここトーク」の定期的開催、②日常生活全般の

相談、③福祉サービス等の利用援助（情報提供と申

請手続きの支援）、④専門関係機関（病院、ハローワ

ーク、特別支援学校等）の紹介と連携、⑤支援のネ

ットワークづくり等

■場所 保健福祉センター内　明和町障がい者生活支

援センター

■開設日時 月～金曜日（祝日を除く）、午前８時30分

～午後５時15分

◎３月14日 ここトーク開催のお知らせ

明和町障がい者生活支援センターVここUでは、次

のとおり「ここトーク」を開催します。皆さん、どう

ぞお気軽にご参加ください。

■日時と場所 ３月14日(水) 午前10時～11時30分、

保健福祉センター１階和室

■対象 障がいのある人、その家族や支援者

■内容 障害者手帳をお持ちの人が利用できる制度に

ついて（使える制度や皆さんが知りたいこと・知ら

なかったことなどを中心に進める予定です）

■参加申込期限 ３月12日(月)

※支援等内容、ここトークの申し込み等、詳しくは明

和町障がい者生活支援センターVここU（明和町保健

福祉センター内、152・

7127、I52・7128、N

shien@town.meiwa.mie .

jp）へお問い合わせくださ

い。

◎活動団体のご案内

明和町で活動している障がい者団体をご案内します。

【明和町手をつなぐ会】明和町手をつなぐ会は、三重県

知的障がい者育成会に所属する団体です。全日本手を

つなぐ会が発刊する書籍等による福祉施策の情報交換

や勉強会を通じて、会員の共有知識を高めたり、生活

に生かしたりしています。活動内容は、障がい者やそ

の親たちの親睦を図るため、次のような活動を行って

います。

①親睦小旅行（日帰り、年１回）、②Xmas会…地域の

皆さんや行政関係者などの参加による楽しい集いです。

③おしゃべり会（月１回）…保護者同士の日常の情報

交換や諸問題への対処方法をそれぞれの体験を通して

話し合い、横のつながりを広げています。④ケアホー

ムを作る会のNPO法人立ち上げへの参画

会費は、年間2,000円で、会員の募集は年間を通じて行

っています。

※入会受け付け等、詳しくは明和町手をつなぐ会の川

村さん（152・3355）または大西さん（152・0141）、

明和町社会福祉協議会の西中さん（152・7056、I

52・7057）へお問い合わせください。

障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活支援センターV

ここU」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活できる

よう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター VここU 1 52・7127

専門の相談支援員が支援等　
を行っています
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

未就園児と保護者の皆さん ご利用ください

明和町子育て支援センター

【いちごクラブ】

明和町子育て支援センター・いちごクラ

ブは、保育所や幼稚園に未就園の子どもと

その保護者の皆さんにご参加いただき、各

種行事などを通じて一緒にお話ししたり、

楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交

換ができる場です。いちごクラブでは、各

種行事を次のとおり行います。皆さん、ど

うぞお気軽にご参加ください。

◎子育てのお話を聞こう＝■日時 ３月６

日(火) 午前10時～11時30分、■定員と申

し込み 定員15人、参加を希望する人は電

話で申し込み　◎寄せ植えをしよう＝■日

時 ３月７日(水) 午前10時～11時、■定

員と申し込み 定員20人、参加を希望する

人は電話で申し込み、■費用 花代１組

500円　◎おはなし会＝■日時 ３月８日

(木) 午前10時30分～11時（毎月第２木曜

日）、■定員と申し込み 定員なし、申し込

み不要　◎栄養相談＝■日時 ３月９日

(金) 午前10時～11時、■内容 離乳食な

ど子どもの栄養相談、■申し込み 参加を

希望する人は前日までに電話で申し込み

◎製作あそびをしよう＝■日時 ３月13日

(火) 午前10時～11時、■内容 スタンプ

あそびやお絵描き、■定員と申し込み 定

員15人、参加を希望する人は電話で申し込

み ◎みんなであそぼう＝■日時 ３月21

日(水) 午前10時～11時、■定員と申し込

み 定員15人、参加を希望する人は電話で

申し込み　

※場所はいずれもいちごクラブです。詳し

くは、いちごクラブ（1 080・4155・

0291＝平日の午前８時30分～午後５時、

\ht tp : //www.toyotsuj idou .com）へ

お問い合わせください。

【いちごクラブ概要】■行事等の対象者＝未

就園の子どもとその保護者の皆さん、■所

在＝認可保育所・明和ゆたか保育園（大字

斎宮3535ー1）２階、■開所日時＝土・日

曜日と祝日・年始を除く平日の午前９時～

正午・午後１時～３時

くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

３
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

３
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平
日
に
役

場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
３
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時

３
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日(

各
日
曜
日)

、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５

時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事

前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a
.

m
ie.jp

/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
政
策
課
（
1
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
４
月
１
日(

日)

は
、
通
常
ど
お
り
日
曜
（
窓
口
）

開
庁
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
組
織
見
直
し
（
予
定
）
に
伴

う
庁
舎
事
務
所
内
の
配
置
換
え
作
業
に
よ
っ
て
、
ご
来
庁
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

明
和
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨

時
窓
口
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
と
募
集
予
定
人
数

明
和

町
役
場
会
計
課
臨
時
窓
口
事
務

員
、
１
人

■
勤
務
内
容

会
計
課
窓
口
に
お

け
る
各
種
証
明
手
数
料
、
使
用
料
、

税
等
の
収
納
事
務

■
勤
務
曜
日
と
時
間

日
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

■
雇
用
期
間

平
成
24
年
４
月
か

ら
（
６
カ
月
ご
と
に
更
新
）

■
賃
金

日
額
７
８
３
０
円

■
応
募
方
法

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き)

を
貼
っ
て
、
３
月
16

役
場
会
計
課
（
４
月
以
降
、
日
曜
日
勤
務
）
の

臨
時
窓
口
事
務
員
を
募
集
し
ま
す

【
応
募
は
３
月
16
日
ま
で
に
】

日
:
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
ま
た

は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

５
１
５
│
０
３
３
２
　
明
和
町
大

字
馬
之
上
９
４
５
番
地
　
明
和
町

役
場
会
計
課
（
1
52
・
７
１
２
１
）

明
和
町
で
は
、
介
護
保
険
制
度

の
円
滑
な
運
営
と
充
実
を
図
る
た

め
「
明
和
町
介
護
保
険
推
進
協
議

会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
同
協
議
会
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

２
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
選
考
の
う
え
決
定
し

ま
す
）

■
任
期
期
間

平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

■
応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
家
族

な
ど
の
介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
（
ま
た
は

携
わ
っ
て
い
た
）
人
、
②
そ
の
ほ

か
、
介
護
保
険
や
高
齢
者
福
祉
の

推
進
に
関
心
の
あ
る
人

※
た
だ
し
、
公
務
員
お
よ
び
保

健
・
福
祉
・
医
療
に
職
業
と
し
て

従
事
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

■
応
募
受
付
期
間
と
時
間

３
月

１
日
9
〜
23
日
:
（
土
曜
日
と
祝

日
を
除
く
）
、
午
前
８
時
30
分
〜

明
和
町
介
護
保
険
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集

【
応
募
受
付
期
間
は
３
月
１
日
〜
23
日
】

午
後
５
時
15
分

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
そ
の
ほ

か
詳
し
く
は
長
寿
健
康
課
（
1

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

平
成
24
年
４
月
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
現
行
の
月
額
１
万

５
０
２
０
円
か
ら
40
円
引
き
下
げ

ら
れ
、
月
額
１
万
４
９
８
０
円
に

な
り
ま
す
。

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
料
の
口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
と
、
金
融
機
関
窓
口
な
ど
に

出
か
け
る
手
間
と
時
間
が
省
け
る

と
と
も
に
、
自
動
引
き
落
と
し
に

よ
っ
て
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
保
険
料
納
付
の
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

な
ど
、
詳
し
く
は
松
阪
年
金
事
務

所
（
1
０
５
９
８
・
51
・
５
１
１

７
）
、
ま
た
は
明
和
町
役
場
長
寿

健
康
課
保
険
年
金
係
（
1
52
・
７

１
１
6
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

４
月
か
ら

月
額
１
万
４
９
８
０
円
に

【
保
険
料
納
付
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
】

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
保
険
医
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
、
大
切
な
医
療
保

険
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
う
ち
、
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
人
（
現
役
並
み
所
得
が
あ
る

人
を
除
く
）
は
、
保
険
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
の
窓
口
負
担
が
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３

月
ま
で
、
現
行
ど
お
り
の
「
１
割
」

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
１
割
か

ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
引
き
上
げ

が
引
き
続
き
凍
結
さ
れ
、
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
間
、
現
行
の
１
割

に
据
え
置
か
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。た

だ
し
、
平
成
24
年
８
月
に
、

被
保
険
者
の
前
年
所
得
に
応
じ

て
、
個
々
の
平
成
24
年
度
負
担
割

合
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
被
保
険
者
証
と
併
せ
て

交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
平
成
24
年
４
月
以
降
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
３
月
下
旬

に
、
該
当
す
る
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
「
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
と

案
内
通
知
」
を
郵
送
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
保
険

年
金
係
（
1
52
・
７
１
１
６
）
ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
皆
さ
ん
】

窓
口
負
担
を

現
行
の
１
割
に
据
え
置
き

国民年金
保 険 料

国　　民
健康保険後期高齢者医療・国民健康保険

高 額 療 養 費 支 給 制 度

４月から 医療機関の外来費用も

限度額適用認定証等手続きの対象に

後期高齢者医療と国民健康保険の「高額療養費支給」

制度は、被保険者の皆さんが一つの医療機関で１カ月

に支払った窓口負担が規定の自己負担限度額（外来・

入院、また個々の所得区分や年齢等によって異なりま

す）を超えた場合、後日の申請に基づき、それぞれの

区分に応じて自己負担限度額を超えた金額を支給する

制度です。

【後期高齢者医療】
後期高齢者医療の高額療養費支給制度において、所

得区分が「低所得」に該当する場合は、被保険者の皆

さんの一時的な負担を軽減するため、あらかじめ申請

により交付を受けた「限度額適用・標準負担額減額認

定証」を医療機関窓口で提示することによって、入院

費用に限り、一つの医療機関窓口での支払額を規定の

自己負担限度額に抑えることができます。なお「低所

得」以外の区分の場合は、この手続きは不要です。

平成24年４月以降は入院費用に加え、外来費用もこ

の限度額適用・標準負担額減額認定証手続きの対象と

なります。同認定証の交付を希望する人は、明和町役

場長寿健康課窓口で所定の申請手続きをしてください。

【国民健康保険】
国民健康保険の高額療養費支給制度においても、年

齢と所得区分が「70歳未満、70～74歳で低所得」に該

当する場合は、上記の後期高齢者医療と同様の手続き

によって、入院費用に限り、一つの医療機関窓口での

支払額を規定の自己負担限度額に抑えることができま

す。なお「70歳未満、70～74歳で低所得」以外の区分

の場合は、この手続きは不要です。

平成24年４月以降は入院費用に加え、外来費用もこ

の限度額適用認定証等手続きの対象となります。同認

定証等の交付を希望する人は、明和町役場長寿健康課

窓口で所定の申請手続きをしてください。

※後期高齢者医療について、詳しくは三重県後期高齢

者医療広域連合事業課（高額療養費に関すること＝

1059・221・6884、限度額適用認定証に関するこ
と＝1059・221・6883）、または明和町役場長寿健康
課（152・7116）へお問い合わせください。
※国民健康保険について、詳しくは明和町役場長寿健

康課（152・7116）へお問い合わせください。



9

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ３月号
平成24年
(2012年)

1（  　0） 

0（　  0） 

0（　  0） 

0（  　0） 5（  　5） 

22（  ー1） 1（  ー1） 

15（  　5） 

【町内の治安情勢　平成23年12月１日～31日、概数】 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

平成23年12月 
(概       数)

前 年 比 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

65件 

11件 

13人 

0人 

54件 

648件 

106件 

125人 

1人 

542件 

ー19件 

ー28件 

ー52人 

ー1人 

9件 

【町内の交通事故発生状況　平成24年１月13日現在】 

平成23年１月 
からの累計 

【最大震度別地震回数　平成24年１月１日～31日】 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

 ※ 

221 84 27 10 2 0 0 0 0 344

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

明
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場

「
平
成
24
年
度
公
民
館
講
座
」
の

受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
開
設
講
座
数

36
講
座

■
受
講
資
格

町
内
在
住
者
・
在

勤
者

※
３
年
間
、
同
一
の
講
座
を
受
講

さ
れ
た
人
は
、
そ
の
講
座
の
受
講

申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

３
月
26
日
6
〜
４

月
６
日
:

■
申
込
料

１
講
座
２
０
０
円

※
各
種
講
座
の
受
講
料
は
無
料
で

す
。
必
要
な
材
料
費
な
ど
は
各
自

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

別
途
各
世
帯
に
配

布
す
る
「
講
座
募
集
案
内
チ
ラ
シ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
同
時
に
各
同
好
会
の
会
員
も
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
公

民
館
（
H
52
・
７
１
３
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
21
日
に

公
民
館
講
座
開
講
式

開
講
行
事
に
は

一
般
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を

明
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
平

成
24
年
度
公
民
館
講
座
の
開
講
式

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時

４
月
21
日
;

午
前
９

時
30
分
〜
（
受
け
付
け
＝
９
時
15

分
〜
）

■
場
所

中
央
公
民
館
大
集
会
場

■
内
容
と
時
間

①
開
講
式
＝
午

前
９
時
30
分
〜
、
②
開
講
行
事

百
人
一
首
「
競
技
か
る
た
模
範
試

合
」
＝
午
前
10
時
〜

※
開
講
行
事
に
は
、
受
講
生
以
外

の
一
般
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
H

52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

皆さんの笑顔が絶えないパッチワーク同好会の活動の様子（１月26日、
中央公民館で）

平成24年度 子ども囲碁講座の受講生を募集
【明和町中央公民館】

明和町中央公民館では「平成24年度子ども囲碁講座」

の受講生を次のとおり募集しています。

■開催日時 ４月～平成25年３月の毎週土曜日（夏休み

期間中と年末年始を除く）、午前９時30分～11時30分

■場所 中央公民館小会議室A

■対象と定員 小・中学生、20人（先着順）

■講座の内容 初心コース、初級コース、中級コースの

３コースに分けて指導

■講師 明和町囲碁ボランティアグループ代表　吉田守

男さん

■申込期限・方法 ３月30日(金)までに、直接または電

話で中央公民館へ申し込んでください。

※詳しくは、中央公民館(H52・7132)へお問い合わせく

ださい。

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

10.0

10.0

8.9

1.4

3.4

10.0

7.3

7.8

6.5

採水日（平成24年１月11日） 

祓　川（下御糸橋） 0.5

1.1

0.8

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

 

平成24年度 公民館講座の受講生を募集
【詳しい内容は 案内チラシをご覧ください】
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人権センター＝1 ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝1 52 - 7 1 2 3、I 52 - 7 1 3 3

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

か
す
あ
わ
せ
を
作
ろ
う
！

田
植
え
の
こ
ろ
の
休
憩
の
お
や

つ
と
し
て
、
こ
の
地
方
で
親
し
ま

れ
て
き
た
昔
懐
か
し
い
「
か
す
あ

わ
せ
」
を
作
り
ま
す
。
小
米
に
残

っ
た
胚
芽
が
味
を
良
く
す
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
食

べ
る
と
体
が
ぽ
か

ぽ
か
暖
か
く
な
る

不
思
議
な
食
べ
物

で
す
。

■
日
時

３
月
23
日
:

午
前
の

部
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午

後
の
部
＝
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
16
人
（
先
着
順
）

■
講
師

南
野
た
か
子
さ
ん

■
参
加
費

６
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

三
角
巾
、
か
す
を
こ
ね
る
大
き
め

の
ボ
ー
ル
ま
た
は
鍋

■
申
込
期
間

３
月
６
日
7
〜
９

日
:マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ(

紙

テ
ー
プ)

で
絵
を
描
こ
う
！

雑
貨
屋
さ
ん
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の

ア
ク
セ
ン
ト
で
、
近
ご
ろ
よ
く
見

か
け
る
カ
ラ
フ
ル
な
マ
ス
キ
ン
グ

テ
ー
プ
（
紙
テ
ー
プ
）
を
ち
ぎ
っ

て
、
絵
を
描
き
ま
す
。
テ
ー
プ
を

ち
ぎ
っ
て
は
貼
り
な
が
ら
作
品
を

つ
く
り
ま
す
。
ひ
と
味
ち
が
う
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
の
楽
し
み
方
を

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
29
日
9

午
前
の

部
＝
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
の

部
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師

渡
辺
恭
平
さ
ん

■
参
加
費

５
０
０
円

■
申
込
期
間

３
月
６
日
7
〜
９

日
:パ

ン
を
作
ろ
う
！

パ
ン
作
り
の
基
本
を
学
び
ま

す
。
強
力
粉
を
こ
ね
て
練
っ
て
生

地
を
作
り
、
時
間
を
か
け
た
手
作

り
パ
ン
の
味
は
格
別
で
す
。
み
ん

な
で
一
緒
に
、
ワ
イ
ワ
イ
が
や
が

や
と
楽
し
く
パ
ン
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

■
日
時

４
月
11
日
8

午
前
の

部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師

荒
木
義
晃
さ
ん
、
森
下

真
里
さ
ん

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

三
角
巾
、
パ
ン
を
持
ち
帰
る
た
め

の
容
器

■
申
込
期
間

３
月
27
日
7
〜
30

日
:

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
教
室
の
開
催
場
所
は
人
権
セ

ン
タ
ー
で
、
参
加
対
象
者
は
町
内

に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人
で

す
。
参
加
申
し
込
み
は
、
各
教
室

作
品
例

明和町人権センター

くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

【ひと・まち・ふれあい企画スタンプラリー】
ポイント賞品交換は
３月30日 (金)までに

ひと・まち・ふれあい企画スタンプラリー

のポイントが「７個または15個」集まった人

は、次のとおりポイント賞品との交換をお願

いします。

■交換期限・時間 ３月30日(金)までの平日、

各日とも午前９時～午後５時

※土・日曜日と祝日を除きます。平日の賞品

交換が困難な場合は、事前に人権センターへ

ご連絡ください。

■交換場所 人権センター

■ポイント賞品 手提げ袋と買い物バッグ

※詳しくは、人権センター（155・3052）へ

お問い合わせください。

ポイント賞品

の
申
込
期
間
中
、
各
日
と
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
直
接
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１

人
の
申
し
込
み
に
つ
き
１
人
分
の

参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
（
1
・
I

と

も
に
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

普
通
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

松
阪
地
区
広

域
消
防
組
合
で

は
、
家
族
や
同

僚
な
ど
が
倒
れ

た
と
き
、
あ
な

た
に
で
き
る
応

急
手
当
の
講
習
会
（
普
通
救
命
講

習
会
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

■
日
時

３
月
18
日
5

午
前
９

時
〜
正
午

■
場
所

松
阪
市
川
井
町
１
０
０

１
│
１
　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

■
講
習
内
容

①
応
急
手
当
の
重

要
性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手

当
（
心
肺
蘇
生
法
＝
成
人
に
対
す

る
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）

■
受
講
料

無
料

■
募
集
人
員

30
人

■
募
集
期
間

３
月
５
日
6
〜
14

日
8
（
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

消
防
本
部
、
明
和

消
防
署
ま
た
は
最
寄
の
消
防
署
・

分
署
で
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
。
ま
た
、
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
松
阪

消
防
」、
\h

ttp
://w

w
w
.m
ie-

m
a
ts
u
s
a
k
a
1
1
9
.jp
/

）
か

ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本

部
消
防
救
急
課

（
1
０
５
９
８
・

25
・
１
４
１
３
）

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ３月号

平成24年
(2012年)

太極拳サークル

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
自
主
運
営
し
て
い
た
だ

く
各
種
サ
ー
ク
ル
を
、
次
の
と
お

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
会
員
の
申
し
込
み

は
、
３
月
13
日
7
〜
16
日
:
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
人
権
セ

ン
タ
ー
（
H
55
・
３
０
５
２
）
で

直
接
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
人
権
セ
ン
タ

ー
の
自
主
運
営
サ
ー
ク
ル
の
活
動

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
】

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分
に
、
体
力

づ
く
り
や
友
だ
ち
つ
く
り
を
目
的

と
し
て
、
太
極
拳
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が

流
れ
て
い
ま
す
。

■
参
加
費

年
間
２
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含
む
）

【
着
付
け
サ
ー
ク
ル
】

年
９
回
、
開
催
月
の
第
２
土
曜

日
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
「
前
結
び
」
と

い
う
帯
結
び
の
手
法
で
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
、
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
着
付
け
を
学
ん
で

い
ま
す
。

■
参
加
費

年
間
２
０
０
０
円

【
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
】

毎
週
水
曜
日
を
除
く
平
日
の
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
に
、
主
に
手

芸
や
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
編
む
か

ご
や
小
物
作
り
を
し
な
が
ら
み
ん

な
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
毎
回
参
加
か
ら
月
１
回
参

加
ま
で
、
各
自
の
都
合
に
合
わ
せ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

実
費

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おしゃべりサロン 着付けサークル

３月１日～７日は 春の全国火災予防運動
平成23年度全国統一防火標語

～ 消したはず 決めつけないで もう一度 ～
３月１日(木)から７日(水)までの１週間「春の全国火災

予防運動」が実施されます。

この季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすい気候とな

ります。尊い人命と大切な財産を守るため「火」の取り扱

いには十分注意し、家庭や地域から火災をなくしましょう。

また、万が一火災が発生した場合は、その被害を最小限に

とどめられるように、日ごろから防火に関する知識や行動

力を身につけ、安全で安心して暮らせる環境をつくりまし

ょう。

【命を守る７つのポイント】■３つの習慣 ①寝たばこは

絶対にしない。②ストーブは燃えやすいものから離れた位

置で使用する。③こんろのそばを離れるときは、必ず火を

消す。■４つの対策 ①火災を早期発見するために、住宅

用火災警報器を設置する。②初期消火のために、住宅用消

火器を設置する。③火災が発生したときのために、隣近所

の協力体制をつくる。④寝具や衣類への着火を防ぐため、

防炎品を使用する。

※消防法等の規定に基づき、すべての住宅に「住宅用火災

警報器」の設置が義務付けられています。詳しくは、明和

消防署（H52・5600）または松阪地区広域消防組合消防

本部予防課（10598・25・1412）へお問い合わせくださ

い。

人
権
セ
ン
タ
ー
自
主
運
営
サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内

【
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
】
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お知らせ
広報めいわ　　 ３月号

平成24年
(2012年)

まつりの企画・運営に参画しませんか
実 行 委 員 を 募 集 し て い ま す

【斎王まつり実行委員会】

斎王まつり実行委員会

では、まつりの企画・運

営等に参画いただく実行

委員を次のとおり募集し

ています。

■対象 性別・年齢・住

所等一切問いません。

■実行委員会 実行委員

会では次の各班に分かれて、まつりの企画・運営を行っていま

す。

①総務・財務班＝のぼり立て、斎王市の実施ほか、②会場班＝

出演者着付け会場の管理ほか、③着付け班＝出演者着付けと準

備ほか、④実施班＝まつり全般の実施ほか、⑤広報班＝ポスタ

ー・パンフレット作成、町内外への広報・宣伝ほか

※詳しくは、斎王まつり実行委員会のホームページ（\h t t p : / /

s a i o h . j p）をご覧ください。

■募集期間 随時募集しています。

■申し込み 住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号等を斎王

まつり実行委員会（明和町大字斎宮2811、水・土・日曜日と

祝日を除く午前９時～午後４時、152・0054、I52・7274、

Ninfosaioh@yahoo.co.jp）へ直接、電話、ファクスまたは電子

メールで連絡してください。

※詳しくは、斎王まつり実行委員会へお問い合わせください。

町長日曜座談会　３月18日・４月22日

明和町では、町民の皆さ

んと町長の直接対話や情報

交換を通して、その声を積

極的に町政に取り入れてい

くため、毎月１回「町長日

曜座談会」を実施していま

す。３月と４月の日程等は

次のとおりです。

■日時＝①３月18日(日) 午前９時～正午…申込

期限＝３月12日(月)、②４月22日(日) 午前９時

～正午…申込期限＝４月16日(月) ■場所＝役場

庁舎２階　町長室　■対象＝町内に在住する人、

または町内に在住・在勤する人で構成する各種団

体・グループなど　■申し込み＝所定の申込書に

必要事項（希望テーマなど）を記入のうえ、総務

課へ提出してください。（土曜日と祝日を除く。

午前８時30分～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただき

ます。詳しくは、総務課（152・7111）へお問

い合わせください。

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
ソ
フ
ト

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
お
楽
し
み

会
・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講

習
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時

３
月
25
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
30
分
〜
、
開
会
＝

午
前
９
時
〜

■
場
所

明
和
町
総
合
体
育
館
体

育
室
（
ア
リ
ー
ナ
）

■
内
容
と
時
間

開
会
式
と
準
備

体
操
＝
午
前
９
時
〜
、
ソ
フ
ト
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
＝
午
前
９
時
30

分
〜
、
心
肺
蘇
生

法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講

習
会
＝
午
前
11
時

〜
、
お
楽
し
み

会
＝
正
午
〜
（
午

後
０
時
30
分
終
了

予
定
）

■
対
象
者

町
内

在
住
の
小
学
生

■
定
員

先
着
２

０
０
人

■
参
加
料

１
０

０
円
（
ソ
フ
ト
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
競
技

【シベリア強制抑留者の皆さんへ】
特別給付金請求期限は３月末日です

シベリア強制抑留者の皆さんを対象とし

た平和祈念事業特別基金の「特別給付金支

給事業」についてお知らせします。

■対象 シベリア強制抑留者で、平成22年

６月16日時点でご存命（同日以降に亡く

なられた場合は相続人）の日本国籍を有

する人

■特別給付金の請求期限 平成24年３月

31日(土) ※当日消印有効

※請求方法など、詳しくは平和祈念事業特

別基金（10570・059・204＝ナビダイヤ

ル、IＰ電話・ＰＨＳの場合は1 03・

5860・2748、土・日曜日と祝日を除く午

前９時～午後６時、ただし３月31日(土)は

受け付け）へお問い合わせください。

の
保
険
料
を
含
む
）

■
参
加
申
し
込
み

３
月
９
日
:

ま
で
（
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時
）
に
、
参
加
料
を
添

え
て
総
合
体
育
館
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
当
日
の
持
ち
物

上
靴
、
飲
み

物

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
お
楽
し
み
会
・

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集

【
小
学
生
対
象

参
加
申
し
込
み
は
３
月
９
日
ま
で
】

明 和 町
体育協会
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 お知らせ

広報めいわ　　 ３月号
平成24年
(2012年)

【
３
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

３
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き
を
除

く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第
12
期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
＝
第
９
期
分

■
納
期
限
＝
４
月
２
日(

月)

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
３
月
27
日(

火)

に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

３
月
９
日(

金)

、
３
月
26
日(

月)

、
各
日
と
も
午
後
５
時
15
分

〜
８
時
30
分
　
■
場
所
と
内
容

収
税
対
策
室
、
町
税
・
保
険
料
の
納

付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

３
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　
■
場
所
と
内
容

会

計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
収
税
対
策
室
（
1
52
・
７

１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
と

予
備
自
衛
官
補
の
募
集

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

■
応
募
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人

※
22
歳
未
満
の
人
は
大
学
卒
業
見

込
み
の
人
を
含
む
。
大
学
院
（
専

門
職
大
学
院
を
除
く
）
修
士
学
位

を
取
得
の
人
は
28
歳
未
満
　

■
受
付
期
限

４
月
27
日
:

■
１
次
試
験
期
日

１
次
試
験
＝

５
月
12
日
;
、
５
月
13
日
5
（
飛

行
要
員
の
み
）

■
１
次
試
験
合
格
発
表

①
６
月

１
日
:

■
入
隊

平
成
25
年
３
月
下
旬
〜

４
月
上
旬

【
予
備
自
衛
官
補
】

■
応
募
資
格

①
一
般
公
募
＝
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人
、
②
技
能

公
募
＝
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
を

保
有
す
る
人
　

■
受
付
期
限

４
月
４
日
8

■
試
験
期
日

４
月
13
日
:
〜
16

日
6
の
い
ず
れ
か
１
日

■
合
格
発
表

５
月
18
日
:

■
入
隊

７
月
１
日
5
以
降
、
召

集
訓
練
参
加
資
格
あ
り

※
応
募
資
格
の
年
齢
は
、
平
成
24

年
７
月
１
日
現
在
で
す
。
詳
し
く

は
、
防
衛
省
自
衛
隊
伊
勢
地
域
事

務
所
（
1
０
５
９
６
・
23
・
３
８

これまでの明和ざいしょ
市の様子

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

３
月
15
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
本
町
２
１
７
６

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

情
報
資
料
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）
、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

８
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

３月17日に 第２回めいわフェスタと
第 1 2回明和ざいしょ市を開催
【明和町特産品振興連絡協議会】

明和町特産品振興連絡協議会では、明和町の文化や観光資源の発

信と、農・水産物やお菓子など特産品の振興を目的に「第２回め

いわフェスタ」と「第12回明和ざいしょ市」を次のとおり開催し

ます。皆さん、ぜひお出かけください。

■日時 ３月17日(土) 午前10時～午後４時

■場所 イオンモール明和　１階東コート

■内容　第２回めいわフェスタ＝斎王（いつき）の舞、平安装束

の試着体験と写真撮影、竹を使った小物の製作体験、写真展示と

観光資料配付、そのほか明和町の特色を生かしたイベントを予定

しています。第12回明和ざいしょ市＝お米や野菜をはじめ、ひじ

きや昆布など各種海産物、お菓子など明和町特産品の販売

※詳しくは、明和

町特産品振興連絡

協議会（明和町観

光協会内、152・

0055）へお問い合

わせください。
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
パ
パ
マ
マ
教
室
（
産
前
教
室
）】

■
日
・
対
象
者

３
月
23
日
:
＝

妊
娠
後
期
（
８
カ
月
以
降
）
の
女

性
と
そ
の
家
族

■
内
容

妊
娠
中
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
服
装

運
動
し
や
す
い
服
装

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
３
月
15
日

9
＝
平
成
21
年
８
月
生
ま
れ
、
②

４
月
12
日
9
＝
平
成
21
年
９
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
前
９

時
30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
３
月
９
日

:
＝
平
成
22
年
８
月
生
ま
れ
、
②

４
月
６
日
:
＝
平
成
22
年
９
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
３
月
16
日

:
＝
平
成
20
年
８
月
生
ま
れ
、
②

４
月
13
日
:
＝
平
成
20
年
９
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

３
月
14
日
8

、

乳
幼
児
（
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
②
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者

３
月
23
日
:

、

平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
１
月

出
生
児
（
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
人
）

■日時と内容 ①３月５日(月) 午前９時30分～正午＝行政相談・

心配ごと相談、②３月19日(月) 午後１時30分～４時＝心配ごと

相談、③４月２日(月) 午前９時30分～正午＝行政相談・心配ご

と相談、④４月16日(月) 午後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へお問い合

わせください。

３月と４月の行政相談・心配ごと相談

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費生活に

関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設します。皆さ

ん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①３月13日(火)、②４月10日(火) 時間は、各日とも午

前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、産業課企業誘致商工観光係（152・7138）へお問

い合わせください。

３月と４月の「消費生活相談」窓口の開設

お知らせ
広報めいわ　　 ３月号

平成24年
(2012年)

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　
中

村
幸
美
さ
ん

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
、
必
要
な
人
は
お

茶
・
果
汁
・
ミ
ル
ク
な
ど

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
1
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

１月中の
主な増減

総人口：23,198人 出生：10人

男：11,183人 死亡：29人

女：12,015人 転入：53人

世帯数：8,105世帯 転出：38人

２月の人口

人 の う ご き

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
集
合
場
所

斎
宮
池
　
宮
川
用

水
管
理
事
務
所
前

■
コ
ー
ス

斎
宮
池
周
辺
を
散
策

す
る
コ
ー
ス
、
約
４
キ
ロ

■
持
ち
物

タ
オ
ル
や
飲
み
物

等
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な
も

の■
参
加
申
し
込
み

当
日
受
け
付

け※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

３
月
25
日
に

斎
宮
池
周
辺
で
健
康
ウ
ォ
ー
ク

【
参
加
は
当
日
受
け
付
け
で
す

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
健
康

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
は
当
日

受
け
付
け
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時

３
月
25
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
45
分
〜
、
出
発
＝

午
前
９
時

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

健康ウォークの様子
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を

次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則と

して年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月

５日に締め切ります。募集要件など詳細内容については、総務課

情報係（152・7111）へお問い合わせください。
【広告枠の大きさと広報紙発行１回あたりの掲載料金】

■裏表紙面(４色印刷)   ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円

■中　　面(２色印刷)   ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

明 和 町 広 報 紙 有 料 広 告 掲 載 の 募 集

●古代の香り体験～
お香の話と練香
(ねりこう)づくり
～【要参加予約、
先着順】
京都の香老舗「松栄

堂」から講師を招き、

お香の話で歴史を学

び、香木などの天然香料を使って練香（ねりこう）づく

りを体験します。参加の際は事前の予約が必要で、先着

順で受け付けます。

■日時 ３月４日(日) 午後１時～３時

■参加費 2,800円

■定員 30人

●古代の食を体験～
餅餤(へいたん)づ
くり【要参加予約、
先着順】
「枕草子」に登場す

る餅餤（へいたん）づ

くりに挑戦します。平

安貴族が、昇進祝いの宴で食べたというごちそうを作っ

て、味わってみませんか。

■日時 ３月25日(日) 午後１時～３時

■参加費 500円

■定員 30人

※各催しの参加申

し込み等、詳しく

はいつきのみや歴

史体験館（152・

3890）へお問い

合わせください。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ
●読み聞かせ
ふるさと会館では、子ども

たちを対象とした「読み聞か

せ」を次のとおり行います。

【ふるさと会館スタッフの読

み聞かせ】

■日時と場所 ３月22日(木) 午前11時～、１階児童室

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所 ３月25日(日) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「なんのおと はる」「きのうのおひさま ど

こにいったの？」、紙芝居「ゆかちゃんの花かんむり」

●ワークショップ「ヘアーアクセサリーを作ろ
う」

■日時 ３月24(土) 午前10時～

■場所 ２階多目的室

■定員と参加費用 10人、300円

■当日の持ち物 はさみ、お気に入りの布（ある人）

※参加の際は事前の申し込みが必要です。申し込みは３

月８日(木)から先着順で受け付けます。

●３月10日～25日に 特別展「芸術展～書作～」
■期間 ３月10日(土)～25日(日)

■場所 ２階多目的室特別展示場

■時間 ①休館日を除く平日＝午前９時30分～午後７

時、②土・日曜日と祝日＝午前９時30分～午後５時30

分

●３月の休館日 ５日(月)、12日(月)、19日(月)、26

日(月)、30日(金)…月末館内整理日

※各催し等につい

て、詳しくはふる

さと会館（152・

7131）へお問い

合わせください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

昇進祝いの宴のごちそう・餅餤

これまでの練香づくり体験の様子

お知らせ
広報めいわ　　 ３月号

平成24年
(2012年)

＝まずは お気軽にご相談ください＝
【児童虐待相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■中勢児童相談所　　　　　　　1059・231・5666

【ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■配偶者暴力相談支援センター　1059・231・5600

■警察安全相談電話　 1059・224・9110 ♯9110

■松阪警察署　　　　　　　　　10598・53・0110

■松阪保健福祉事務所　　　　　10598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

【明和町Eメールアドレス】
Ns o umu@ t own .m i e - m e iw a . l g . j p（総務課）

広
報
め
い
わ
No.533  平

成
24年

(2012年
) ３
月
号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

３月29日(木) 
   ～４月４日(水)

３月15日(木) 
        ～21日(水)

３月１日(木) 
         ～７日(水)

３月８日(木) 
        ～14日(水)

明和ニュース：①第８回いつきのみや梅まつり、②み 
どり保育所と斎宮幼稚園の交流会、ほか 
コラム：明和ＦＣフットサルフェスタ2012 
特　集：第５回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編 

３月22日(木) 
        ～28日(水)

明和ニュース：①町内小学校卒業式、②第２回めいわ 
フェスタと第12回明和ざいしょ市、ほか 
コラム：明和町役場 各課組織見直しのお知らせ 
特　集：町長定例記者会見 

明和ニュース：①町内保育所で卒園式、②明和町体育 
協会 ソフトドッジボール大会、ほか 
コラム：第30回斎王まつり 斎王役ほか選考会 
特　集：町内施設紹介 

明和ニュース：①更生保護奨励賞受賞伝達式、②明和 
町消防団 火災予防啓発ソフトバレーボール大会、ほか 
コラム：明和ＦＣフットサルフェスタ2012 
特　集：東日本大震災から１年～震災の教訓と新たな防災対策～ 

明和ニュース：①第30回斎王まつり 斎王役ほか選考 
会、②明和中学校卒業式、ほか 
コラム：第８回いつきのみや梅まつり 
特　集：第５回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編 

明和町行政チャンネル番組表 ３月１日(木)～４月４日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせください。
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一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、

お客様に満足いただくサービスをご提供します。
安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

比べてください のお値段！ お見積は無料！
例：合併浄化槽10人槽までの場合
(特殊な場合を除きます) 年３回点検で11,500円

浄化槽保守点検


